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学
校
法
人
  関
西
文
理
総
合
学
園

　2012年度第10期生募集が、10月のＡＯ（実験･実習型）

入試・指定校特別推薦入試を皮切りにスタートしました。

実施4年目となるＡＯ入試（定員14名）は、学力成績以上

に分野への強い関心と高い意欲・適正を審査していくも

ので、33名の受験があり24名が合格しました。指定校

特別推薦入試については、本学の推薦基準をクリアーし

た各校からの推薦者25名が合格しました。　

　11月末実施の一般公募制推薦入試①②では、受験者

が学部全体で645名(前年比105% ) と若干の増加となり

ました。これは、日程での併願が増加したためです。合

格者は、他大学の合格発表状況を鑑み、前年より増加さ

せたため、やや広き門となりました。

　さて、年明けから出願が始まった一般入試は、一般前

期Ａ・Ｂ、前期Ａプラスセンター 1、前期Ｂプラスセン

ター 1、一般中期、中期プラスセンター 2、一般後期と

センター利用前期Ａ方式・Ｂ方式・中期・後期で計11方

式の入試を行います。この間の模試動向では、農学・生

入試・募集伝言板

　実験付属施設の水槽室で飼育されて
いるのが、このカタユウレイボヤです。
　カタユウレイボヤは、動物の進化や
多様性を考える上でのモデル生物であ
り、和田修一先生の研究室では、ヒド
ラ、プラナリアとともに、ストレス応
答の仕組みの多様性の研究に使われて
います。

学内の動植物たち

Nagahama Institute of Bio-Science and Technology　

vol.18
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長浜バイオ大学学園通信

「命洸（めいこう）」とは、命が水のように沸き立ち
きらめくさま。大学祭の名称として学生が命名しました。

2012
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一般入試への出願スタート！

和田研究室のカタユウレウボヤ

物系分野の人気と安全志向からセンター試験結果を利用

した入試を中心に志望者は前年並みとなっていますが、

教科試験入試への志望者は、前年より減少しています。

そのため本学の一般入試全体難易は、前年よりやや易し

くなるもの思われます。さらに、本番センター試験平均

点が高くなれば、センター利用入試への出願が大きく減

少し、定員の多いバイオサイエンス学科中心にかなり広

き門になる可能性もあります。特に前年高倍率の後期は、

かなり敬遠されることが予想されますので、2月入試で

良い結果が出なかった受験生は、最後まであきらめず本

学後期に出願してください。

　最後に、本学受験を考えているみなさんは、教科学習

とマークセンス対策を最後までしっかりと行い、出願に

際しては、検定料減免制度を大いに活用して、「複数日程・

方式」や「複数学科」併願で受験機会を多くもって合格を

勝ち取ってください。

2012 年度
入試の動向

【 一般入試日程 】
入試方式 出願期間 試験日 発表日

  一般入試前期Ａ・前期Ａプラスセンター 1 　1/ 4 ～ 1/18 1月22日（日）
2/11

  一般入試前期Ｂ・前期Ｂプラスセンター 1 　1/ 4 ～ 2/ 1 2月  5日（日）
  一般入試中期・中期プラスセンター 2（特別奨学生選抜） 　1/ 4 ～ 2/16 2月22日（水） 2/28
  センター利用前期Ａ方式 　1/ 4 ～ 1/13

1/14・1/15
センター試験結果のみ
本学独自試験なし

2/11
  センター利用前期Ｂ方式（特別奨学生選抜） 　1/ 4 ～ 2/ 1
  センター利用中期（特別奨学生選抜） 　1/ 4 ～ 2/16 2/28
  センター利用後期 　2/15～3/ 6

3/16
  一般入試後期 　2/15～3/ 6 3月10日（土）
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新
し
い
年
を
迎
え
る
に
際
し
て
、
昨
年
3
月
の
東
北
大
震
災
と

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
災
害
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
、
改
め
て

御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
2
0
0
3
年
に
長
浜
市
、
滋
賀
県
の
多
大

の
期
待
に
こ
た
え
て
創
立
さ
れ
、
今
年
4
月
に
は
、
早
く
も
10
期

生
と
な
る
学
生
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

保
護
者
の
み
な
さ
ま
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
援
助
に
対
し
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
前
身
で
あ
る
京
都
人
文
学
園
か
ら
受
け

継
が
れ
た
、「
平
和
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
何
よ
り
も
尊
び
、
豊

か
な
人
間
性
と
科
学
的
合
理
性
を
兼
ね
備
え
た『
行
動
す
る
思
考

人
』の
育
成
」を
、
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
学
部
卒

業
生
及
び
大
学
院
修
了
生
併
せ
て
1
1
5
5
名
は
、
社
会
の
中
堅

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
学
部
・
大
学
院
に
在
籍
し
て
い
る
1
2
3
0
名
の
学

生
も
勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
21
世
紀
は
、
地
球
環
境
・
食
の
安
全
安
心
・

生
活
習
慣
病
・
新
興
感
染
症
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
の
懸
案
が

顕
在
化
し
、
私
達
の
現
在
お
よ
び
未
来
の
社
会
に
大
き
な
課
題
を

呈
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
し
て
、
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
と
い
う
科
学
の
立
場
か
ら
の
解
決
を
目
指
す
た
め
、
私
ど

も
教
職
員
一
同
は
、「
幅
広
い
教
養
と
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専

門
知
識
・
技
術
を
兼
ね
備
え
、
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
課
題
探

求
型
の
専
門
技
術
者
・
研
究
者
及
び
そ
れ
を
支
え
る
人
材
」
を
育

成
す
る
使
命
を
持
っ
て
教
学
に
あ
た
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ど
う
か
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
関
西
文
理
総
合
学
園
の
理
事
会
に
お
い
て
、
若
林
浩
文
事

務
局
長
が
理
事
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
理
事
長
の
抱
負
と
と
も
に
、
学
園
の
新

た
な
発
展
構
想
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
抱
負
と
学
園
の
発
展
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
若
林  

浩
文
理
事
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に
聞
く

新
年
ご
挨
拶　新

し
い
年
を
迎
え
て
考
え
る
こ
と
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サ
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発
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発
信
プ
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ジ
ェ
ク
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●
就
活
ウ
ォ
ッ
チ
ン
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本
学
の
就
活
支
援
と
保
護
者
の
み
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さ
ま
へ
の
お
願
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先
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＆
小
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さ
ん
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奈
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篤
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携
通
信   

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

18

●
教
員
リ
レ
ー
エ
ッ
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
に
、
か
つ
て
の
古
本
屋
の
カ
オ
ス
を
見
る
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●
本
学
の
創
立
10
周
年
と
な
る
2
0
1
3
年
を
前
に
理
事
長
に

な
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
抱
負
を
持
っ
て
理
事
長
職
に

当
た
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

本
学
創
設
に
携
わ
っ
た
吉
田
保
前
理
事
長
の
思
い
を
受
け
継

ぎ
、
京
都
人
文
学
園
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
60
余
年

の
伝
統
、『
行
動
す
る
思
考
人
』を
育
成
す
る
と
い
う
建
学
の
精
神

を
、
大
学
の
中
に
息
づ
か
せ
て
い
く
よ
う
な
教
学
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
人
文
学
園
の
創
設
趣
意
書
に
謳
わ
れ
た「『
行
動
の
人
と

し
て
思
考
し
、
思
考
の
人
と
し
て
行
動
す
る
』
近
代
人
の
育
成
」

と
い
う
建
学
の
精
神
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
者
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
思
想
の
影
響
を
受
け
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。「
自
主
的
学
習
に
よ
り
批
判
的
な
精
神
を

養
い
、
実
務
能
力
の
養
成
を
通
じ
て
人
間
的
な
成
長
を
遂
げ
る
」

教
育
で「
思
考
と
行
動
が
一
致
す
る
よ
う
な
人
間
」
を
育
成
す
る

こ
の
理
念
は
、
本
学
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
具
現
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

創
立
10
周
年
は
、
教
職
員
が
こ
の
理
念
を
も
う
一
度
噛
み
し

め
、
教
育
・
研
究
に
あ
た
る
一
つ
の
節
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
平
和
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
そ
し
て
科
学
的
な
思
考
が
根

底
で
結
び
つ
い
た
こ
の
理
念
は
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
一

層
輝
き
を
放
つ
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

●
学
園
の
第
3
次
中
期
計
画
の
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
と
具
体
化
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
６
年
ま
で
の
５
カ
年
の
第
３
次
中

期
計
画
は
、
今
年
度
内
に
方
向
性
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
つ
は
、長
浜
市
を
拠
点
と
し
て
、学
生
の
街
で
あ
る
京
都
キ
ャ

ン
パ
ス
、
特
に
河
原
町
学
舎
の
活
用
策
の
検
討
で
す
。
こ
れ
は
、

二
学
科
が
来
年
度
完
成
年
度
を
迎
え
る
の
に
合
わ
せ
て
、
本
学
の

特
色
で
あ
る
実
験
・
実
習
重
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
活
か
し
た
学

科
・
コ
ー
ス
展
開
の
改
革
が
可
能
か
を
検
討
し
ま
す
。

　

一
つ
は
、
バ
イ
オ
の
専
門
大
学
と
し
て
の
大
き
な
夢
で
あ
る「
バ

イ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
設
立
構
想
で
す
。
現
在
、
長
浜
市
と
運

営
主
体
な
ど
の
概
要
を
詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
内

に
学
内
に
設
立
準
備
室
を
開
設
し
、
有
識
者
を
含
め
た
学
内
関
係

で
検
討
し
、
本
学
の
構
想
を
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
２
０
１
３
年
度
に
迎
え
る「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
開
学

10
周
年
」の
記
念
事
業
を
成
功
裡
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
す
。

●
4
月
か
ら
の
新
年
度
は
、
当
面
ど
の
よ
う
な
課
題
に
着
手
し
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

　

大
学
へ
の
今
日
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
形
で
、
本
学
の
教
育

理
念
の
表
現
を
見
直
す
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
っ
て
デ
ィ
プ
ロ
マ

ポ
リ
シ
ー（
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
に
関
す
る
方
針
）、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
ポ
リ
シ
ー（
教
育
課
程
の
編
成
方
針
）、
そ
し
て
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー（
入
学
者
受
入
方
針
）
に
つ
い
て
今
年
度
中
に
見

直
し
と
整
理
を
図
り
、
教
育
へ
の
責
任
に
対
す
る
本
学
の
姿
勢
を
、

社
会
へ
明
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
活
動
で
は
、
総
合
的
な
バ
イ
オ
の
研
究
体
制
・
設
備
が
揃
っ

て
い
る
唯
一
の
単
科
大
学
と
い
う
優
位
性
を
活
か
し
て
、
教
員
の

研
究
シ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
研
究
発
表
等
に
必
要
な

環
境
整
備
を
行
い
、
研
究
の
発
展
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
開
学
10
周
年
を
前
に
、
期
待
の
声
も
大
き
い
保
護
者
会
を

新
年
度
に
結
成
し
、
保
護
者
懇
談
会
や
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど

を
通
じ
て
、
保
護
者
と
大
学
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
意
思
疎
通
を
図
る

場
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
１
期
生
の
後
期
博
士
課
程
修
了
者
を
、
今
年
３
月
に
輩
出

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
契
機
に
秋
に
は
本
学
の
同
窓
会
を
結
成
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
地
域
別
懇
親
会
や
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
な
ど
の
行
事
を
通
じ
て
、
同
窓
生
の
懇
親
を
図
る
と

と
も
に
、
大
学
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
同
窓
生
の
力
で
、
後
輩
学

生
た
ち
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
同
窓
会
と
な
っ
て
も
ら
え

ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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毎
回
色
々
な
発
見
や
驚
き
が
あ
り
、
と
て
も
面

白
く
、
ま
た
勉
強
に
な
り
ま
す
。
自
分
一
人
だ
け

で
な
く
班
の
メ
ン
バ
ー
と
力
を
合
わ
せ
、
難
し
い

内
容
や
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
時
に
は
相
談
し

あ
い
、
先
生
や
T
A
の
方
々
の
丁
寧
な
指
導
を
受

け
て
進
め
て
い
く
の
で
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。
時
に
は
失
敗
を
し
て
し
ま
い
、
思
い

通
り
の
結
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
の
も
、

実
験
の
大
き
な
醍
醐
味
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
実
験
を
経
験
し
て
自
ら
の
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
出
来
る
よ
う
に
、
そ
し
て
将

来
自
分
が
就
く
職
業
の
為
に
な
る
よ
う
、
し
っ
か

り
技
術
を
習
得
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
細
胞
の
継
代
や
遺
伝
子
導
入
の
際
に
ク
リ
ー
ン
ベ

ン
チ
を
使
用
し
ま
す
が
、
ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
内
の
無

菌
操
作
は
と
て
も
緊
張
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
毎
回
交

代
で
担
当
者
に
な
り
、
菌
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、
決

ま
っ
た
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
私
も
作
業
担
当
者
に
な
っ
た
時
は
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
緊
張
す
る
と
次
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
助
け
て
く
れ

る
の
が
、
同
じ
班
の
人
た
ち
で
す
。
試
薬
や
道
具
を

準
備
し
て
く
れ
た
り
、
次
の
手
順
を
指
示
し
て
く
れ

た
り
し
ま
す
。
班
の
人
に
ア
シ
ス
ト
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
私
は
作
業
だ
け
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
実
験
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
班
の
人
た
ち
と

協
力
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
協
力
し
て
実
験
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
入
学
し
た
当
初
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
長
い
反
応
の
待
ち
時
間
や
、
わ
ず
か

な
量
の
溶
液
を
つ
く
る
な
ど
、
慣
れ
な
い
作
業
が

多
く
あ
ま
り
実
験
を
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
1
回
生
の
う
ち
か
ら
実
験
器
具
の
使
い

方
や
試
薬
の
調
製
な
ど
を
覚
え
て
い
っ
た
お
か
げ

で
、
2
回
生
に
な
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
実
験
を
進

行
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
段
々
と
実
験
が
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
1
つ
の
ミ
ス
も
な
く
実
験
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
た
時
な
ど
は
、
非
常
に
爽
快
な
気
分
に
な
り
ま

す
。
　
未
だ
に
予
習
を
忘
れ
た
り
、
濃
度
計
算
を

間
違
え
た
り
も
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
実

験
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

寛
座 

真
輝
さ
ん

（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
回
生
）

早
川 

結
実
子
さ
ん

（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
回
生
）

磯
井 

彬
さ
ん

（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
回
生
）

岩
井 

泉
さ
ん

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
2
回
生
）

　

応
用
実
験
Ⅰ
で
習
得
し
た
遺
伝
子
増
幅

法
と
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
法
を
用
い
て
、

遺
伝
子
工
学
応
用
技
術
で
あ
る
タ
ン
パ
ク

質
発
現
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
タ
ン
パ
ク

質
発
現
に
必
要
な
遺
伝
子
の
構
造
と
方
向

性
、
読
み
枠
を
考
慮
し
た
プ
ラ
ス
ミ
ド
Ｄ

Ｎ
Ａ
へ
の
イ
ン
・
フ
レ
ー
ム
遺
伝
子
ク
ロ
ー

ニ
ン
グ
を
習
得
し
ま
す
。

　

タ
ン
パ
ク
質
発
現
用
プ
ラ
ス
ミ
ド
の
調

製
、
下
村
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

で
注
目
さ
れ
た
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
を
コ
ー

ド
す
る
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
Ｇ
Ｆ
Ｐ
遺
伝
子
の

増
幅
と
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
発
現
大

腸
菌
の
選
択
と
組
み
換
え
プ
ラ
ス
ミ
ド
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
こ
の
実
験
は
、

他
大
学
で
は
3
・
4
年
次
の
専
門
課
程
で

行
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
本
学
で
は
2
年

次
に
早
期
習
得
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　

実
験
で
は
、
電
気
泳
動
毎
に
写
真
を
撮

影
し
、
予
想
値
と
比
較
解
析
す
る
こ
と
で

実
験
を
進
め
ま
す
。
そ
の
際
、
実
験
概
要

を
理
解
す
る
た
め
の
専
用
プ
リ
ン
ト
を
用

い
、
理
解
を
深
め
ま
す
。
実
験
終
了
後
は
、

実
社
会
で
必
須
と
な
る
報
告
書
を
書
く
技

術
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
実
験
レ
ポ
ー

ト
を
詳
細
に
添
削
し
、
返
却
す
る
こ
と
で
、

レ
ポ
ー
ト
作
成
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

培
養
細
胞
を
道
具
と
し
て
使
う
細
胞
工

学
的
な
手
法
を
、
実
際
に
体
験
し
て
習
得

し
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
ベ
ン
チ
を
使
っ
た
無
菌
操
作

や
細
胞
培
養
技
術
、
正
確
に
細
胞
数
を
算

出
し
細
菌
を
混
入
さ
せ
ず
に
細
胞
の
植
え

継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
培
養
細
胞
を
使
っ
た

最
も
一
般
的
な
応
用
技
術
で
あ
る
遺
伝
子

導
入
実
験
で
、
そ
の
原
理
や
応
用
を
自
ら

調
べ
て
学
習
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
し
ま
す
。

　

実
験
で
は
壁
付
着
性
哺
乳
動
物
細
胞
の

培
養
と
継
代
、
発
色
反
応
す
る
β
│
ガ
ラ

ク
ト
シ
ダ
ー
ゼ
発
現
ベ
ク
タ
ー
を
遺
伝
子

導
入
、
継
代
さ
せ
た
後
に
遺
伝
子
導
入
効

率
を
評
価
し
ま
す
。

　

こ
の
実
験
で
は
、各
実
験
操
作
に
先
立
っ

て
英
文
プ
ロ
ト
コ
ル
を
各
自
で
翻
訳
し
、

英
文
プ
ロ
ト
コ
ル
に
慣
れ
、
実
験
手
順
を

理
解
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
て

い
る
所
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

実
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
後
に
は
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
訓
練
と
し

て
、
班
ご
と
に
テ
ー
マ
を
選
び
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
っ
た
研
究
発
表
を
行
い
ま
す
。

最
終
回
に
は
、
難
病
副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
に
悩
む
ひ
と
り
息
子
を
助
け
る
た

め
解
決
策
を
探
す
夫
妻
の
実
話
に
基
づ
く

映
画『
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
オ
イ
ル
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
鑑
賞
し
、研
究
と
は
何
か
を
考
察
し
ま
す
。

　

生
命
の
基
本
物
質
で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質

の
取
り
扱
い
の
基
礎
を
学
ぶ
目
的
で
、
タ

ン
パ
ク
質
の
精
製
を
行
い
ま
す
。
タ
ン
パ

ク
質
の
精
製
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
研
究
を

行
う
上
で
、
サ
ン
プ
ル
を
得
る
た
め
の
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
誰
も
が
習
得
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技
術
で
す
。

　

実
験
で
は
2
種
類
の
タ
ン
パ
ク
質（
リ

ゾ
チ
ー
ム
と
α
│
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
）
の
精
製

を
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
数
種
の
タ
ン
パ
ク

質
が
混
合
し
て
い
る
溶
液
か
ら
、
イ
オ
ン

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
法
に
よ
り
精
製
を

行
い
ま
す
。
実
験
前
半
で
は
、
イ
オ
ン
交

換
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
原
理
と
精
製

の
基
本
技
術
を
解
説
し
、
リ
ゾ
チ
ー
ム
の

イ
オ
ン
交
換
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ

る
分
画
、
タ
ン
パ
ク
質
量
の
測
定
・
活
性

測
定
・
電
気
泳
動
に
よ
る
純
度
確
認
、
お

よ
び
回
収
量
の
測
定
な
ど
の
基
本
技
術
を

学
び
ま
す
。
後
半
で
は
、
前
半
で
得
た
知

識
を
も
と
に
、
各
自
が
精
製
法
を
独
自
に

考
え
て
α
│
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
の
精
製
を
行
い
、

自
分
の
立
て
た
精
製
法
の
評
価
を
行
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

精
製
法
の
立
案
に
は
、
実
験
技
術
の
知

識
だ
け
で
な
く
、
タ
ン
パ
ク
質
の
物
理
的

な
性
質
な
ど
、
基
礎
的
な
知
識
も
必
要
で

あ
り
、
タ
ン
パ
ク
質
と
い
う
物
質
の
学
習

に
も
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
験
で
取
り
上
げ
る
ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ

ウ
ム
と
い
う
微
生
物
は
、
植
物
に
感
染
し

自
ら
の
遺
伝
子
の
一
部
を
植
物
の
遺
伝
子

中
に
挿
入
す
る「
遺
伝
子
組
み
換
え
」
を

行
う
こ
と
で
、
オ
パ
イ
ン
と
い
う
自
分
に

と
っ
て
必
要
な
栄
養
物
質
を
作
ら
せ
て
い

ま
す
。
自
然
界
で
は
バ
ク
テ
リ
ア
が
宿
主

植
物
に
生
産
さ
せ
て
い
る
オ
パ
イ
ン
を
、

実
験
で
は
試
薬
か
ら
有
機
合
成
し
、
精
製

と
同
定
を
行
っ
た
後
、
ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ

ウ
ム
に
利
用
さ
せ
て
み
ま
す
。

　

2
種
類
の
立
体
構
造
が
異
な
る
オ
パ
イ

ン
を
合
成
し
て
、
種
々
の
機
器
分
析
に
よ

り
構
造
と
純
度
を
確
認
し
ま
す
。
続
い
て

ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
を
用
い
て
オ
パ
イ

ン
資
化
性
試
験
と
オ
パ
イ
ン
分
解
試
験
を

行
い
、
結
果
に
つ
い
て
立
体
分
子
モ
デ
ル

に
よ
る
考
察
を
し
ま
す
。

　

ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
が
自
然
環
境
中

で
生
存
競
争
を
勝
ち
抜
き
、
自
ら
の
成
長
・

繁
殖
に
適
し
た
環
境
を
獲
得
し
て
い
く
し

く
み
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
験
を

通
じ
て
、
試
薬
の
取
り
扱
い
・
濾
過
・
再

結
晶
・
Ｔ
Ｌ
Ｃ
な
ど
有
機
合
成
に
必
須
の

技
術
、
な
ら
び
に
培
地
作
成
・
滅
菌
・
培

養
な
ど
生
化
学
の
実
験
に
必
要
な
手
法
を

習
得
し
ま
す
。

遺
伝
子
工
学
の
応
用
技
術
、
タ
ン
パ
ク
質
発
現
用
遺
伝
子

ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
法
を
習
得 　
　
　
　
　
　

   

遺
伝
子
科
学
応
用
実
験
Ⅱ 

培
養
細
胞
を
道
具
と
し
て
使
う
細
胞
工
学
的
な
手
法
を
習
得

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

細
胞
科
学
応
用
実
験
Ⅱ

環
境
微
生
物
が
生
産
す
る
化
学
物
質
を
合
成
し
、

精
製
と
同
定
方
法
を
習
得 　
　
　
　
　
　
　
環
境
科
学
応
用
実
験
Ⅱ

生
命
の
基
本
物
質
、
タ
ン
パ
ク
質
の
精
製
技
術
を
習
得 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
子
科
学
応
用
実
験
Ⅱ

　
ヒ
ト
が
生
き
る
た
め
に
植
物
を
利
用
す
る
よ
う

に
、
自
ら
の
た
め
に
植
物
を
利
用
す
る
ア
グ
ロ
バ

ク
テ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
正
直
な
と
こ
ろ
私
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け
る
ま

で
、
ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
と
い
う
細
菌
の
名
称

す
ら
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
実
験
書
の
目
的
を
見

て
も
な
ん
の
興
味
も
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
実
験
を
行
い
、
実
際
に
薄
層
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
な
ど
で
、
目
に
は
見
え
な
い
こ
の
細
菌
の

働
き
を
見
て
、
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
実
験
中
に
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
、
先
生
や

T
A
の
方
々
が
常
に
声
を
か
け
ら
れ
る
場
所
に
い

て
く
だ
さ
る
の
で
、
す
ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
し
、
班
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
て
行

う
実
験
は
、
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
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人
工
的
に
授
精
さ
せ
た
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル

の
卵
に
、
初
期
発
生
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
遺

伝
子
のm

RN
A

を
注
入
し
、
発
生
の
ど
の
段
階
で
、

ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。
今

ま
で
講
義
や
教
科
書
で
見
て
い
ま
し
た
が
、
実
際

に
卵
割
し
て
い
る
卵
を
観
察
で
き
た
こ
と
に
は
、

本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
分
野
が
ご
専
門
の
川
崎
医
科
大
学
の
西
松

先
生
に
、
講
義
と
実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て
、

自
分
た
ち
が
行
っ
た
実
験
が
最
先
端
の
技
術
を
用

い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
新
た
な
実
験
技
術
や
知

識
が
身
に
つ
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
実
験
前
の
講
義
で
は
、
外
来
種
で
あ
る
ア
フ

リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
が
在
来
種
の
カ
エ
ル
や
環
境
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
解
説
が
あ
り
、
動
物
の

生
態
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

上
田 

祐
美
さ
ん

（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

3
回
生
）

　

メ
ダ
カ
の
遺
伝
子
配
列
情
報
を
て
が

か
り
に
動
物
種
と
種
内
系
統
構
造
を
比

較
、
同
定
す
る
動
物
分
子
遺
伝
学
、
マ
ウ

ス
飼
料
の
水
分
・
栄
養
素
の
定
量
分
析
実

験
、
高
脂
肪
飼
料
で
肥
満
マ
ウ
ス
を
作
成

し
、
血
液
の
生
化
学
検
査
、
血
中
パ
ラ
メ
ー

タ
を
測
定
す
る
動
物
栄
養
学
、
食
餌
の
違

い
に
よ
る
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
の
血
圧
変
化

を
測
定
し
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
の
仕
組
み

の
理
解
と
、G

FP

遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ

が
ん
細
胞
を
ヌ
ー
ド
マ
ウ
ス
に
移
植
し
、

が
ん
の
増
殖
へ
の
生
理
反
応
を
観
察
す
る

動
物
病
態
・
診
断
治
療
学
、
発
生
工
学
の

4
つ
の
実
験
を
行
い
ま
す
。

　

発
生
工
学
の
実
験
で
は
、
ア
フ
リ
カ
ツ

メ
ガ
エ
ル
な
ど
を
ホ
ル
モ
ン
投
与
で
産
卵

さ
せ
、G

FP

を
改
良
し
たV

enus

遺
伝
子

を
マ
イ
ク
ロ
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
し
て
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
動
物
を
作
成
、
胞
胚

期
ま
で
の
蛍
光
観
察
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
初
期
発
生
関
連
遺
伝
子
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
初

期
卵
割
胚
に
導
入
し
、
発
生
過
程
の
形
態

形
成
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
観
察

し
ま
す
。

　

遺
伝
子
に
よ
る
発
生
制
御
は
20
年
前
に

は「
神
秘
の
領
域
」で
あ
り
、
学
生
実
験
で

行
う
の
は
本
学
だ
け
と
言
え
ま
す
。

　

超
大
規
模
な
生
物
情
報
デ
ー
タ
を
扱
う

技
術
・
人
材
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
こ
れ
ま

で
の
実
習
で
習
得
し
た
解
析
ツ
ー
ル
や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
法
へ
の
理
解
を
さ
ら

に
深
め
る
と
と
も
に
、
ゲ
ノ
ム
規
模
の
大

量
デ
ー
タ
を
一
括
処
理
す
る
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
次
世
代

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
か
ら
の
超
大
規
模
デ
ー
タ

を
用
い
た
実
践
的
な
ゲ
ノ
ム
情
報
を
解
析

す
る
実
習
で
す
。

　
Linux O

S

の
基
本
的
な
使
い
方
、
バ
イ

オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
で
最
も
多
く
使

わ
れ
て
い
る
解
析
ソ
フ
ト「BLAST

」の
イ

ン
ス
ト
ー
ル
と
使
い
方
、
ゲ
ノ
ム
解
析
で

そ
の
ま
ま
使
え
るShell Script

の
作
成
と

一
括
処
理
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、

次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
か
ら
の
超
大
規
模

デ
ー
タ
を
用
い
た
ゲ
ノ
ム
情
報
解
析
の
実

習
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
収
集
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
、
毎
週
1
コ

マ
を
使
っ
て
、
各
自
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
で

収
集
し
た
情
報
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
の

テ
ー
マ
か
ら
、
自
ら
の
進
路
を
見
据
え
た

話
題
を
選
び
情
報
を
収
集
し
て
の
発
表
や
、

英
文
読
解
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
生
物
学

や
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
連
し
たTO

EFL

テ
ス

ト
問
題
な
ど
の
読
解
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
授
業
は
、
生
命
の
領
域
に
密
接
に
関
わ
る
バ
イ
オ
の
研
究
・
技
術
者
に
と
っ
て
必
要
と
な
る
「
生
命
倫
理
」
と
、

琵
琶
湖
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
て
の
唯
一
の
野
外
実
習
と
な
る「
野
外
調
査
実
習
」で
す
。

　
生
命
に
関
わ
る
技
術
を
使
う
者
が
、

将
来
的
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
道
徳
的
・
倫
理
的
な
問
題
に

つ
い
て
議
論
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

テ
ー
マ
は
「
尊
厳
死
と
安
楽
死
」
、

「
脳
死
と
臓
器
移
植
」
、
「
着
床
前

診
断
と
出
生
前
診
断
」
、
「
ク
ロ
ー

ン
技
術
を
人
間
に
応
用
す
べ
き
か
」

で
、
い
ず
れ
も
社
会
的
に
大
き
な
話

題
と
な
っ
た
問
題
で
あ
り
、
ま
だ
法

整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
新
た
な
技
術
に
よ
り
、
今
ま
で
の

慣
習
や
文
化
的
な
倫
理
観
だ
け
で
は
、

簡
単
に
結
論
を
出
せ
な
い
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
様
々
な
意

見
や
考
え
方
が
出
さ
れ
、
自
分
ひ
と

り
で
は
思
い
つ
か
な
い
意
見
も
あ
り
、

と
て
も
興
味
深
い
で
す
。

森 拓斗さん
（バイオサイエンス学科2回生）

　
実
習
で
は
5
日
間
に
わ
た
り
、
野

鳥
や
水
草
、
水
生
生
物
の
調
査
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
普
段
の
授
業
で
は

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
ば
か
り

で
、
貴
重
な
経
験
が
出
来
ま
し
た
。

　
中
で
も
琵
琶
湖
に
あ
る
竹
生
島
で

の
実
習
は
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

竹
生
島
の
木
が
、
カ
ワ
ウ
の
増
加

に
よ
り
枯
れ
て
い
る
こ
と
を
、
今
回

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
実
際
に
島
に

入
っ
て
実
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ

ワ
ウ
の
臭
い
や
枯
れ
た
木
の
状
況
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
猟
師
の
方
が
、
長
浜

バ
イ
オ
大
学
の
学
生
に
期
待
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
今
ま

で
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
習

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

渡邊 裕美さん
（アニマルバイオサイエンス学科3回生）

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
登
場
な
ど
、
め
ざ
ま

し
く
進
展
す
る
バ
イ
オ
は
、
生
命
の
領

域
と
密
接
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
バ
イ
オ
の
研
究
・
技
術
者
に

と
っ
て
は
、
生
命
倫
理
は
と
て
も
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、

2
年
次
の
必
修
科
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
義
で
は
、
神
経
内
科
医
や
神
主
で

も
あ
る
産
婦
人
科
医
、
法
学
者
な
ど
を

学
外
か
ら
講
師
と
し
て
招
き
、「
も
し
、

あ
な
た
が
胃
が
ん
で
余
命
3
ヵ
月
な

ら
？
」
な
ど
の
問
題
提
起
を
い
た
だ
き
、

10
数
人
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討

論
し
発
表
し
ま
し
た
。
他
に
も
環
境
や

法
な
ど
の
広
い
視
点
か
ら
生
命
倫
理
を

考
え
ま
す
。

　

生
命
倫
理
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
自
分
と
は
異
な
る
意
見
が
あ
り
な

ぜ
異
な
る
の
か
を
理
解
し
、
自
分
の
意

見
を
述
べ
る
力
を
養
い
ま
す
。

（
担
当
：
三
輪
正
直
先
生
）

　

3
回
生
の
夏
期
休
暇
中
に
行
わ
れ
る

集
中
実
習
で
、
長
浜
市
湖
北
町
に
あ
る

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
実
習
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
方

の
ご
指
導
の
下
で
、
琵
琶
湖
に
生
息
す

る
動
物
や
植
物
の
観
察
・
採
集
を
行
っ

て
、
野
外
調
査
の
方
法
を
習
得
し
ま
す
。

実
験
室
で
の
実
習
が
中
心
の
本
学
で
は
、

唯
一
の
野
外
実
習
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

鳥
類
の
観
察
、
②
水
生
動
物
と
水
生
植

物
の
採
集
・
同
定
、
③
竹
生
島
の
カ
ワ
ウ

の
コ
ロ
ニ
ー
の
調
査
、
④
奥
の
洲
と
呼

ば
れ
る
小
島
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
竹

生
島
や
奥
の
洲
へ
は
船
で
移
動
し
、
そ

の
途
中
で
は
琵
琶
湖
の
漁
の
現
状
に
つ

い
て
も
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
調
査
の

結
果
に
基
づ
い
て
、
現
在
の
琵
琶
湖
が

抱
え
る
問
題
点
や
、
琵
琶
湖
の
環
境
を

守
る
方
法
な
ど
を
み
ん
な
で
議
論
し
ま

す
。

（
担
当
：
和
田
修
一
先
生
）

今
問
わ
れ
て
い
る
倫
理
テ
ー
マ
を

グ
ル
ー
プ
討
論
で
多
角
的
に
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
生
命
倫
理

琵
琶
湖
の
動
植
物
の
調
査
方
法

を
学
び
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
　
　
野
外
調
査
実
習

ピックアップ授業

テーマに基づいてのグループディスカッション

奥の洲の周囲の浅瀬を歩いて動物・植物を調査

　Linux

を
使
っ
た
、
今
ま
で
と
は
少
し
異
な
っ

た
形
で
の
情
報
処
理
の
方
法
で
初
め
は
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
、
こ
ち
ら
の
方
が
簡
単

に
大
量
の
デ
ー
タ
を
処
理
出
来
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
研
究
の
際
に
大
変
意
味
の
あ
る
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
多
く
の
言
語
や
ツ
ー
ル
に
触
れ
る
こ

と
で
、
デ
ー
タ
の
活
用
幅
が
増
え
て
い
く
の
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
調
査
発
表
で
は
就
職
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
よ

り
経
済
や
企
業
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
発
表
を
重
ね
る
度
に
全
体
の
気
が
引

き
締
ま
っ
て
い
く
の
が
感
じ
取
れ
、
具
体
性
の
あ

る
話
し
方
や
伝
え
方
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
業
界

に
つ
い
て
の
情
報
収
集
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
良
い
機
会
で
し
た
。

橋
本 

瞳
さ
ん

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
3
回
生
）

他
大
学
に
例
を
見
な
い
最
先
端
技
術
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド 

　
　
　
　
　
　
動
物
科
学
専
門
実
験
Ⅱ

大
規
模
デ
ー
タ
を
用
い
た
ゲ
ノ
ム
情
報
解
析
の
実
践
的
な
実
習 

　
　
　
　
　
　
生
命
情
報
科
学
専
門
実
習
Ⅱ
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こ
の
秋
は
学
園
祭
を
始
め
と
し
て
多
く
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
学
の
学
生
・
院
生
や
教
員
に
よ
る
研

究
活
動
が
前
進
し
、
多
く
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
特
徴
的
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
講
義
と
実
験
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、
実
験
動
物
1
級
技

術
者
資
格
認
定
試
験
で
、
全
国
で
わ
ず
か
12
校
の
特
例
認
定
を
受
け
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
成
果
で
す
。

　

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
実
習
に
は
マ

ウ
ス
、
ラ
ッ
ト
、
メ
ダ
カ
、
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
な

ど
を
用
い
た
多
く
の
動
物
実
験
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
飼
育
、
解
剖
、
生
理
、
病
理
な
ど
の
基
本
的
な
実

験
に
始
ま
り
、
遺
伝
子
診
断
に
よ
る
系
統
解
析
、
体
外

受
精
、
マ
イ
ク
ロ
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
発
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
飾
、
悪
性
腫
瘍
の
発
育
と
画
像
診
断
、

免
疫
細
胞
の
培
養
と
サ
イ
ト
カ
イ
ン
に
よ
る
分
化
誘
導
、

生
活
習
慣
病
の
疾
患
モ
デ
ル
動
物
作
製
に
至
る
ま
で
動

物
個
体
を
用
い
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
大
部
分
を

カ
バ
ー
す
る
内
容
で
す
。
ま
た
、
講
義
も
実
験
動
物
に

関
す
る
内
容
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
施
設
整
備
が
評
価
さ
れ
て
、

本
学
科
は
こ
の
た
び
社
団
法
人
日
本
実
験
動
物
協
会
よ

り
「
実
験
動
物
1
級
技
術
者
資
格
認
定
試
験
」
の
学
科
及

　11月6日、本学を会場に「いきいき健康
フェスティバル2011」（NPO法人健康づく
り0次クラブ主催）が開かれました。
　本学からは、バイオサイエンス学科の川
瀬雅也教授が、「これだけは知っておこう！
放射線と放射能」というテーマで講演。ト
ークライブでは、コンピュータバイオサイ
エンス学科の池村淑道教授が「調べよう！
病気の遺伝子探索隊」でシニアの、同学科
の和田健之介教授が「飛び出して見える！
脳の3D映像」でジュニアの心をつかんでい
ました。
　また、当日は本学の学生サークルも活躍
しました。CELL部の科学実験教室は大人
気で、小学生を中心に子どもたちがさまざ
まな実験に取り組みました。吹奏楽部は、
オープニングより演奏で会場の雰囲気を盛
り上げました。

いきいき健康フェスティバルを
本学で開催

こ
の
秋
は
学
園
祭
を
始
め
と
し
て
多
く
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
学
の
学
生
・
院
生
や
教
員
に
よ
る
研

究
活
動
が
前
進
し
、
多
く
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
特
徴
的
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
講
義
と
実
験
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、
実
験
動
物

術
者
資
格
認
定
試
験
で
、
全
国
で
わ
ず
か

New
s

Clip

び
実
技
試
験
受
験
資
格
の
特
例
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

特
例
認
定
校
は
、
本
学
を
含
め
全
国
で
12
校
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

実
験
動
物
1
級
技
術
者
資
格
は
、
動
物
実
験
に
お
い

て
卓
越
し
た
知
識
と
技
術
を
も
つ
者
に
の
み
認
定
さ
れ

る
「
職
人
レ
ベ
ル
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
同
2
級
資
格

を
持
つ
者
が
長
期
間
の
実
務
経
験
を
経
て
受
験
で
き
る

の
で
す
が
、
こ
の
特
例
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
大

学
在
学
中
に
直
接
1
級
の
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
2
級
は
2
年
次
か
ら
、
1
級

は
3
年
次
か
ら
の
受
験
が
可
能
で
す
。

　

在
学
中
に
こ
の
資
格
試
験
に
合
格
す
れ
ば
製
薬
、
食

品
、
化
粧
品
の
開
発
、
安
全
性
試
験
を
行
う
企
業
、
あ

る
い
は
国
公
立
研
究
所
に
お
い
て
動
物
実
験
技
術
者
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
に
難
易
度
の
高
い
試
験
で
す
。
筆
記
試
験
対
策
は
バ

イ
オ
学
習
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
を
中
心
に
、
実
技
試

験
対
策
は
学
科
に
受
験
者
を
対
象
と
し
た
特
訓
コ
ー
ス

を
設
け
て
対
応
す
る
予
定
で
す
。

　

入
学
当
時
は
高
か
っ
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
同
じ
顔

ぶ
れ
で
授
業
、
実
習
が
続
く
と
次
第
に
マ
ン
ネ
リ
化
し
、

維
持
で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
う
ち

に
在
学
中
に
少
し
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
資
格
試
験
に
挑
戦
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
2
級
か

ら
、
そ
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
方
は
1
級
に

挑
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。
教
員
も
「
合
格
者
数
全
国
一
」

を
目
指
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

地域と大学

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
つ
い
て

【
緊
急
・
応
急
採
用
に
つ
い
て
】

　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
貸
与
奨
学
金
は
、
4
月
に
定
期
採
用
の
募
集

を
行
い
、
2
0
1
1
年
度
の
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
保
証
人

な
ど
の
失
職
（
定
年
や
独
立
開
業
・
転
職
に
伴
い
自
己
の
意
思
で
退
職

し
た
場
合
な
ど
を
含
む
）、
死
亡
・
離
別
、
病
気
・
事
故
・
経
営
不
振

な
ど
を
理
由
と
す
る
著
し
い
支
出
増
大
・
収
入
減
少
、
被
災
等
の
理
由

に
よ
り
家
計
の
急
変
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、「
緊
急
採
用（
第
一
種
・
無

利
子
）」ま
た
は「
応
急
採
用（
第
二
種
・
有
利
子
）」に
て
申
し
込
め
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
申
し
込
み
は
家
計
急
変
の
事
由
が
発
生
し

た
月
か
ら
12
ヵ
月
以
内
に
限
ら
れ
ま
す
。

【
次
年
度
の
奨
学
金
継
続
の
可
否
に
つ
い
て
】

　
現
在
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
全
て
の
学
生
の
皆
さ
ん
は

（
2
0
1
2
年
3
月
満
期
終
了
者
や
一
部
辞
退
者
な
ど
を
除
く
）、
1
月

下
旬
ま
で
に
各
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
「
奨
学
金
継
続
願
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
12
月
下
旬
よ
り
、
学
生
課
で
所
定
の
手

続
書
類
を
各
人
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
家
計
支

持
者
（
父
母
共
働
き
の
場
合
は
両
方
）
と
な
る
方
の
所
得
金
額
の
入
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
家
計
基
準
お
よ
び
年
度
終
了
時
の
学
業
成
績
が
審

査
さ
れ
、
貸
与
基
準
を
超
え
た
所
得
が
あ
る
場
合
、
著
し
い
成
績
不
良

が
あ
る
場
合
、
留
年
や
卒
業
延
期
が
決
定
し
た
場
合
は
、
奨
学
生
の
資

格
が
停
止
、
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
3
月
卒
業
・
修
了
予
定
者
で
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
た
学
生
へ
】

　
2
0
1
2
年
3
月
満
期
等
で
貸
与
終
了
と
な
る
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

2
0
1
1
年
11
月
ま
で
に
各
種
証
明
書
類
な
ど
を
添
付
し
て
既
に
「
返

還
誓
約
書
」
を
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
貸
与
の
終
了
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点
、
卒
業
後
の
奨
学
金
返
還
方
法
に
つ
い
て
は
、
実
施
済
み
の
学

生
対
象
説
明
会
、
配
布
し
て
い
る
「
返
還
の
て
び
き
」
に
よ
り
理
解
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
て
重
要
な
点
、
参
考
と
な
る
点
に
つ

い
て
次
の
通
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
返
還
誓
約
書
提
出
時
に
「
卒
業
後
の
連
絡
先
」
未
定
で
提
出
し
た
場
合
、

卒
業
後
に
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、「
返
還
の
て
び
き
」に
あ
る「
転

居
・
改
氏
名
・
勤
務
先
（
変
更
）
届
」
を
必
ず
日
本
学
生
支
援
機
構
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
通
常
の
場
合
、
返
還
は
2
0
1
2
年
10
月
29
日
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

　

生
命
情
報
科
学
実
習
の
中
で
、
今
回
の
大
震
災
で
受
け

た
バ
イ
オ
の
産
業
・
研
究
分
野
の
被
害
状
況
や
、
そ
れ
ら

の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
の
記
事
や
情
報

を
収
集
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
研
究
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
目
指
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
分
野
の
被
害
や
復
興
や
将
来
の
変
化
を
考
え
る

こ
と
は
、
自
身
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
上
げ
る
上
で

も
役
立
つ
も
の
で
、
わ
が
国
で
唯
一
の
バ
イ
オ
の
単
科
大

学
で
あ
る
本
学
が
、
バ
イ
オ
分
野
の
情
報
収
集
や
そ
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
発
信
を
行
う
の
に
相
応
し
い
大
学
で
あ

る
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
の
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整

備
事
業
」で
作
成
し
た
、
生
命
情

報
解
析
に
つ
い
て
の
本
学
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
自
習
用
教
材
を
、
被

災
地
の
学
生
に
向
け
て
w
e
b

で
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
約
2
千
件
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博
士
課
程
後
期

課
程
3
回
生
の
青
木
信
和
さ
ん
が
、
11
月
19
日
〜
21
日

に
筑
波
大
学
で
開
催
さ
れ
た「
香
料
・
テ
ル
ペ
ン
お
よ
び

精
油
化
学
に
関
す
る
討
論
会
」に
お
い
て
、
ベ
ス
ト
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
討
論
会
に
は
香
料
関
係
の
企
業
、
大
学
か
ら
約

5
0
0
名
が
参
加
し
、
青
木
さ
ん
は「
ビ
サ
ボ
ラ
ン
型
セ

ス
キ
テ
ル
ペ
ン
、
ア
シ
タ
バ
オ
ー
ル
A
の
絶
対
配
置
と

ラ
ジ
カ
ル
消
去
活
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
を
行
い
、

発
表
内
容
と
的
確
な
質
疑
応
答
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
「
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
け
取
っ
た
時

は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
研
究
内
容
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
自

身
に
も
大
き
な
自
信
に
繋

が
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。」と
、
受
賞
の
喜
び

を
青
木
さ
ん
は
語
っ
て
い

ま
す
。

返
還
が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
登
録
し
た
口
座
に
預
金
が
あ
る
よ

う
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
不
注
意
な
ど
の
理
由
で
あ
っ
て
も
、
返

還
が
正
し
く
行
わ
れ
な
い
場
合
は
延
滞
者
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

③
延
滞
が
あ
っ
た
場
合
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
延
滞
3
か

月
以
上
の
場
合
、
個
人
信
用
情
報
機
関
に
個
人
情
報
が
登
録
さ
れ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
使
用
制
限
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
審
査
が
通
ら
な

い
な
ど
社
会
生
活
上
重
大
な
不
利
益
を
被
り
ま
す
。

④
未
就
職
、
経
済
的
困
難
、
傷
病
な
ど
諸
事
情
に
よ
り
、
止
む
を
得

ず
奨
学
金
の
返
還
が
困
難
な
場
合
は
、「
奨
学
金
返
還
期
限
猶
予
願
」

を
必
ず
日
本
学
生
支
援
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
結
果
、

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申
請
に
よ
り
返
還

金
額
を
当
初
に
決
め
ら
れ
た
½
の
金
額
で
、
2
倍
の
期
間
を
か
け
て

返
還
す
る
減
額
返
還
制
度
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
奨
学
金
の
全
額
あ
る
い
は
一
部
の
返
還
を
ま
と
め
て
行
う
繰
上
返

還
制
度
（
て
び
き
4
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
あ
り
ま
す
。
在
学
中
で
も
、

2
0
1
2
年
2
月
中
旬
以
降
（
詳
細
日
は
判
明
し
だ
い
掲
示
等
で
案

内
）
に
申
込
が
可
能
で
、
3
月
31
日
ま
で
に
払
い
込
み
を
し
た
場
合
、

第
二
種
奨
学
金
に
つ
い
て
は
無
利
息
で
返
済
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、
学
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑥
大
学
院
な
ど
に
進
学
す
る
者
は
、
在
学
中
の
返
還
期
限
猶
予
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
猶
予
を
希
望
す
る
場
合
は
、進
学
先
入
学
後
に「
在
学
届
」

（
て
び
き
50
ペ
ー
ジ
）を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
学
部
在
籍
時
に
貸
与
を
受
け
、
大
学
院
在
籍
時
に
在
学
猶
予
と
な
っ

て
い
た
者
も
返
還
が
始
ま
り
ま
す
。
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
登
録
を
し

た
口
座
へ
入
金
の
準
備
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
諸
手
続
を
行
う
た
め
の
所
定
用
紙
は
、
全
て
「
返
還
の
て
び
き
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
を
し
て
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

便
ま
た
は
F
A
X
で
日
本
学
生
支
援
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
卒
業
後
に
不
明
な
点
、
相
談
し
た
い
事
が
あ
っ
た
場
合

は
、
て
び
き
裏
面
記
載
の
奨
学
金
返
還
相
談
セ
ン
タ
ー
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル（
0
5
7
0
│
03
│
7
2
4
0
）に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
2
0
1
1
年
度
後
期
学
年
暦
に
つ
い
て（
予
定
）

　
【
後
期
】

　

12
月
29
日
〜
2
0
1
2
年
1
月
6
日 

冬
季
休
暇
期
間

　

2
0
1
2
年 

2
月 

6
日
〜
2
月
13
日 

後
期
定
期
試
験
期
間

　

2
月
14
日
〜 

春
季
休
暇
開
始

　

3
月
17
日 

学
部
卒
業
式
・大
学
院
学
位
授
与
式

※
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
2
0
1
2
年
3
月
卒
業
・

修
了
予
定
者
お
よ
び
保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
験
動
物
1
級
技
術
者
資
格
認
定
　

試
験
で
特
例
認
定
を
受
け
る

大
震
災
に
伴
う
バ
イ
オ
分
野
へ
の
影
　

響
に
つ
い
て
情
報
の
集
約
と
発
信

院
生
の
青
木
信
和
さ
ん
が
ベ
ス
ト
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
受
賞

学生生活 information
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堀家 史哉さん
（バイオサイエンス学科
2回生）

　被災地の現状を一度
自分の目で見ておくべきではないかと思い、参加し
ました。ボランティア滞在施設がある小泉地区で清
掃作業をした後、仮設住宅に入居されている方々
を招いて芋煮会を開きました。この小泉地区は、地
区の9割が壊滅したそうです。道路は崩れ、家が
あった形跡はほぼ無く、山でさえも津波でえぐられ
ていました。何気ない日常が、こんなにも脆く崩れ
去ってしまうものなのかと痛感しました。自分個人
がしたボランティアはとても小さなことですが、少
しずつでも繋げ続けていくことが長くなるであろう
復興には大事なことだと思います。

今中 瞭二さん
（バイオサイエンス学科
1回生）

　「環びわ湖大学･地域コ
ンソーシアム」の１泊研修 、"アクティブ滋賀　そ
や！琵琶湖へ行こう"に参加しました。僕の班は4つ
ある班のマリンスポーツ班で、彦根城近くの金亀公
園内にある池で、滋賀大学のボート部さんの指導
のもとレガッタを体験しました。
　当日は天気が良くて気温も高くハードな体験で
したが、滋賀大学のボート部さんが親切に教えて
くれたり、他大学の参加者とも楽しく話せたりと、と
ても充実した体験をさせていただきました。来年も
ぜひ参加したいです。

江　玲さん
（アニマルバイオ
サイエンス学科 2回生）

　最初は、受講生の人数が
集まらないのではないかな
と少し心配していましたが、定員まで集まったと聞
いて安心しました。
　中国のお茶に興味があるという人が多いことに、
びっくりしました。来てくれた人の中には、正式な
中国茶道の茶器を持っている人も何人かいました。
中国のお茶と茶道が海外でも人気があるというこ
とは、心から嬉しいです。みなさんに中国のお茶を
紹介出来たことは、私にとってとても貴重な経験で
した。みなさんと一緒にお茶を飲みながら、中国の
お茶と中国の文化を紹介出来て、とても楽しかった
です。

　

気
仙
沼
市
小
泉
地
区
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
9

月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
本
学

2
回
生
の
堀
家
史
哉
さ
ん
、

松
島
三
兒
教
授
、
職
員
の
戸

田
雄
一
さ
ん
が
、
11
月
4
日

か
ら
7
日
ま
で
本
学
3
回
生

の
片
山
達
也
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

被
災
か
ら
半
年
経
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
爪
痕
は
あ

ま
り
に
も
深
く
、
気
仙
沼
港
や
南
三
陸
町
の
惨
状
を
見

る
に
つ
け
半
年
で
何
が
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
足
元
を
見
れ
ば
民
間

の
力
も
借
り
て
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
着
実
に

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

長
期
滞
在
施
設
の
整
備
は
、
そ
う
し
た
動
き
の
一
つ
と
い

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
東
北
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

入
っ
た
人
の
数
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
神
戸

を
訪
れ
た
人
の
わ
ず
か
3
分
の
１
だ
そ
う
で
す
。
地
理

的
に
遠
い
こ
と
や
原
発
事
故
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
が
、
現
地
で
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
の
助

け
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
10
日
・
11
日
に
行

わ
れ
た「
環
び
わ
湖
大
学
･

地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」の

1
泊
研
修
、 〝
ア
ク
テ
ィ
ブ

滋
賀　

そ
や
！
琵
琶
湖
へ

行
こ
う
〞に
本
学
の
学
生
4

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
沖
島
、

信
楽
、
農
業（
ブ
ル
ー
メ
の

丘
）、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

４
班
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
場
所
で
活
動
研
修
し
、

夜
は
全
員
彦
根
に
戻
っ
て
一
緒
に
宿
泊
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
本
学
の
学
生
は
、
沖
島
班
、
信
楽
班
、
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
班
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

沖
島
班
は
、
猟
師
さ
ん
の
指
導
の
も
と
に〝
地
引
網
〞

の
体
験
や
、
ゴ
ミ
拾
い
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

し
ま
し
た
。
信
楽
班
は
、
陶
芸
の
森
や
伝
統
産
業
会
館

を
見
学
し
、
信
楽
陶
苑
た
ぬ
き
村
で
実
際
に
陶
器
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
活
動
班
は
、
滋

賀
大
ボ
ー
ト
部
員
の
指
導
で
レ
ガ
ッ
タ
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
内
容
は
、
12
月
に
行
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

長
浜
市
民
国
際
交
流
協

会
が
中
国
茶
講
座
を
開
き
、

本
学
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
2
回
生
の

留
学
生
・
江
玲
さ
ん
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。
講
座

は
、
10
月
23
日
・
30
日
の

2
週
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

定
員
を
超
え
る
人
気
ぶ
り

で
計
33
人
の
市
民
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

江
さ
ん
は
、
本
場
中
国
茶
の
入
れ
方
や
種
類
・
効
能
、

中
国
の
文
化
に
つ
い
て
話
し
た
後
、
中
国
か
ら
持
参
し

た
茶
道
具
と
茶
葉
を
使
っ
て
、
参
加
者
と
一
緒
に
お
茶

を
楽
し
み
ま
し
た
。
中
国
茶
は
、
加
工
法
の
違
い
に
よ

り
、
大
き
く
6
つ（
青
茶
・
黒
茶
・
緑
茶
・
紅
茶
・
白
茶
・

黄
茶
）
に
分
類
さ
れ
、
数
百
種
類
の
お
茶
が
存
在
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
2
煎
目
か
ら
飲
む
の
が
通
例
で
、

5
煎
目
ま
で
美
味
し
く
い
た
だ
け
る
お
茶
も
あ
る
そ
う

で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
お
茶
の
道
具
を
揃
え
た
い
」、「
ま

た
次
回
も
開
催
し
て
欲
し
い
」な
ど
の
声
が
あ
が
り
、
講

座
は
好
評
に
終
わ
り
ま
し
た
。

東
北
で
の
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加

〝
ア
ク
テ
ィ
ブ
滋
賀   

そ
や
！

    

琵
琶
湖
へ
行
こ
う
〞に
参
加

留
学
生
の
江
玲
さ
ん
が

中
国
茶
講
座
の
講
師

命洸祭実行委員長
大利 典正さん
（コンピュータ
バイオサイエンス学科 3回生）

Realization
～夢と希望と
科学の祭り～

命洸祭

命洸

祭

今回で9回目を迎えた本学の学園祭「命洸祭」。今回も学生、教職員だけでなく、
地域の方たちや多くの子どもたちにも参加していただき、10月29日と30日の2日
間、盛大に開催されました。

Campus
 　life
 Topics

【Teacher No.1 グランプリ】
バイオ大を代表する先生たちの知の競演。名解答、
珍解答が続出。果たして栄冠に輝いたのは…？

【自作の歌で気持ちを伝えよう】
審査員の先生、笑い過ぎ。ボクの
心の叫びを受け止めてーー !!　熱唱
すればするほど笑いが起こるって、な
んでー？

【フリーマーケット】
ご存知、命洸祭の目玉。掘り出し物を求めて大学周
辺の方がたくさん訪れました。「パパ、あっちあっち」 【模擬店も賑わいました】

国際交流サークルの留学生たち。変わり麺と杏仁
豆腐の店。本場の味、ウマいよーー！

【大ビンゴ大会】
豪華賞品がかかっている
のだ。子どもには負けら
れぬ。熱きバトルの末、
3DSは大学院生の手に渡
りました。

【CELL部の科学実験教室】
未来の科学者たち。「ボク大きくなったらバイオ
大に入るよ」「わたちもー」

【フリーマーケット】

命洸

祭

命洸

祭

命洸

祭
【大ビンゴ大会】
豪華賞品がかかっている
のだ。子どもには負けら
れぬ。熱きバトルの末、
3DSは大学院生の手に渡
りました。

　長浜バイオ大学の学園祭である命洸祭も、今回で9回目を迎えることができました。
　今年も無事に命洸祭を終えることが出来たのは、大学の関係職員の方々、並びに長浜市
を中心とする地域のみなさまのお力添えがあってこそだと感じております。この場をお借
りして、みなさまにお礼申し上げます。
　実行委員会としましては、ご来場のみなさまに楽しんでいただくために、早朝から準備
に取り掛かり、日々奮闘努力してきました。また、「Realization」というスローガンのもと、
新しい一面を切り拓くことに挑戦し、メンバー個々の思いを命洸祭に反映させることがで
きました。
　最後になりましたが、足を運んで下さったみなさま、誠にありがとうございました。来
年度の命洸祭もよろしくお願いします。
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クラブ・サークルだより

H
ello everybody! 
W
e are ESS.

　
E
S
S
英
会
話
サ
ー
ク
ル

　
部
長　

オ
リ
ベ
イ
ラ
・
サ
ヌ
エ
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
1
回
生
）

　

E
S
S
は
今
年
新
し
く
設
立
し
た
「
英
会

話
サ
ー
ク
ル
」
で
す
。
み
な
さ
ん
知
っ
て
の

通
り
、
英
語
は
も
は
や
世
界
共
通
語
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

僕
た
ち
は
文
法
や
単
語
力
を
つ
け
る
た
め
で

は
な
く
、
英
語
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
国
際
化
社
会
に
お

い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
っ
て
も

大
切
で
す
よ
ね
。

　

僕
た
ち
は
英
語
で
話
す
の
が
好
き
で
す

し
、
い
ろ
ん
な
発
見
が
あ
り
楽
し
い
で
す
。

今
は
部
員
も
あ
ま
り
い
な
い
の
で
、
大
き
な

活
動
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
英
語
の
ス
ピ
ー

チ
が
で
き
た
り
、
い
つ
か
は
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
み
な
さ
ん
、
私
た
ち
と
一
緒
に

英
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
?

軟
式
テ
ニ
ス
は
、
初
心
者
に
も

優
し
い
ス
ポ
ー
ツ
！

一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？

　
軟
式
テ
ニ
ス
部

　
部
長　

杉
原 

嘉
洋
さ
ん

　
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
回
生
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
み
な
さ
ん
は
、
軟
式
テ
ニ

ス
と
い
う
と
ル
ー
ル
も
知
ら
な
い
し
、
初
心

者
だ
っ
た
ら
難
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

一
度
体
験
し
て
み
る
と
、
初
心
者
の
方
や
軽

く
運
動
し
た
い
方
な
ど
に
好
評
な
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
基
本
的
に
は
ダ
ブ
ル
ス
で
行
い
、
お

互
い
に
協
力
し
て
点
を
取
り
ま
す
。
テ
ニ
ス

を
し
て
い
る
人
も
見
て
い
る
人
も
、
本
当
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

私
た
ち
軟
式
テ
ニ
ス
部
は
、
現
在
部
員
40

人
程
で
、
大
会
で
1
試
合
で
も
多
く
勝
つ
た

め
に
、
主
に
大
学
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
長
浜

ド
ー
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
員
は
、
男

性
女
性
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん
居
る
の
で
、
経

験
者
の
方
だ
け
で
な
く
、
初
心
者
の
方
も
是

非
一
度
コ
ー
ト
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

素
敵
な
魔
法
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

　
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

　
部
長　

西
川 

竜
太
さ
ん

　
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
３
回
生
）

　

み
な
さ
ん
は
マ
ジ
ッ
ク
を
実
際
に
見
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
私
た
ち
は
マ
ジ
ッ
ク
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
マ
ジ
ッ
ク

の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

命
洸
祭
で
は
ト
ラ
ン
プ
や
コ
イ
ン
を

使
っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ジ
ッ
ク
に
挑
戦
し
、

2
0
0
人
を
超
え
る
人
達
に
マ
ジ
ッ
ク
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に

も
出
演
し
、
お
客
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
を

も
ら
い
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
他
大
学

と
も
連
携
し
、
合
同
で
練
習
会
を
行
う
動
き

も
あ
り
ま
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
の
タ
ネ
と
い
う
も
の
は
、
驚
く

ほ
ど
簡
単
な
モ
ノ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

マ
ジ
ッ
ク
を
演
じ
て
い
く
内
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
つ
き
、
人
前
で
喋
る
こ

と
に
自
信
が
つ
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
の

素
敵
な
魔
法
に
触
れ
、
自
分
の
も
の
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

club &
 circle

参
加
者
が
増
え
て
柔
軟
力
と
自
律
力
が

よ
り
試
さ
れ
る

　

今
年
度
の
「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
魅
力
発
見
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
4
人
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
本

学
の
魅
力
を
調
査
、
発
見
し
た
魅
力
を
30
秒
の
動
画

C
M
か
、
駅
貼
り
サ
イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
の
ど
ち
ら
か

を
選
択
し
て
制
作
・
発
表
し
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
初
回
か
ら
㈱
ア
ク
ト
の
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
ス
ギ
ノ
ヨ
シ
カ
ズ
さ
ん
の
技
術

指
導
で
、「
動
画
と
ポ
ス
タ
ー
の
表
現
方
法
の
違
い
」

等
の
説
明
や
、
絵
コ
ン
テ
な
ど
の
作
成
の
仕
方
を
教

わ
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
は
、
本
学
の
教

員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
学
生
た
ち
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
す
る
な
ど
、
魅
力
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
友
人
同
士
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
参
加
で

し
た
が
、
今
年
度
は
参
加
者
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
グ

ル
ー
プ
分
け
し
た
の
で
、
前
回
以
上
に
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
が
試
さ
れ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
グ
ル
ー
プ
数
が
増
加
し
た
た
め
、
最
終

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
学
内
予
選
会
を
行
い
、
優
秀

な
3
組
が
本
選
の
発
表
会
に
参
加
す
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

長
浜
で
の
東
北
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
の

一
企
画
を
担
う

　

2
年
生
の「
ま
ち
づ
く
り
魅
力
発
見
発
信
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
商
店
街
と
連
携
し
て

市
民
向
け
講
座
を
企
画
・
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

博
物
館
通
り
商
店
街
振
興
組
合
の
羽
渕
久
晃
理

事
長
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

中
で
、『
東
北
元
気
市
場
』と
い
う
東
北
復
興
支
援
の

イ
ベ
ン
ト
が
1
〜
3
月
に
長
浜
市
内
で
開
催
さ
れ
る

の
で
、
そ
の
催
し
の
一
つ
と
し
て
企
画
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
案
を
受
け
、
1
月
21
日
に
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

キ ャ リ ア

レ ポ ー ト

商店街の理事長を迎えて話し合い

大学の魅力発見プロジェクトは絵コンテを作成

【バドミントン部】●春長浜市民戦
  　シングルダブル優勝：平子 暁（D3回生）
  　シングルダブル3位：松宮 平真（2回生）
 　●米原市民大会
  　男子ダブルスベスト：平子 暁（D3回生） 
 　●滋賀県民体育大会
 　　長浜団体ベスト8：平子 暁（D3回生）
 　●長浜エンジョイ大会
  　ミックス準優勝：平子 暁（D3回生） 
  　ダブルスＢ級準優勝：徳久 大輔（1回生）・桑原 匡生（1回生） 
  　男子ダブルスＣ級優勝：南方 透（1回生）・井ノ下 琢也（1回生）
  　ミックス３位ダブルス優勝：松宮 平真（2回生）
 　●全日本社会人大会
  　本戦出場：松宮 平真（2回生）

大会奮戦録
【卓球部】 ●春期関西学生卓球リーグ4部校Ｂ
  0-3 大阪学院大学、2-3 奈良教育大学、0-3 大阪産業大学
  0-3 大手前大学、2-3 京都橘大学
 ●春期長浜市民卓球大会
  団体戦二回戦：3-2 虎姫高校、三回戦：2-3 三菱樹脂
 ●秋季関西学生卓球リーグ4部校Ｂ
  1-3 京都府立大学、2-3 関西福祉大学、1-3 大阪産業大学
  1-3 京都教育大学、3-1 芦屋大学、不戦勝 四天王寺大学
 ●秋季長浜市民卓球大会
  団体戦二回戦：3-0 虎姫高校、三回戦：1-3 ever free
【軟式テニス部】 ●第23回岐阜県各務原市ソフトテニス選手権大会
  個人ベスト16：杉原嘉洋（2回生）、熊澤亮俊（2回生） 

議論白熱の魅力発見発信プロジェクト
　今年で 2年目を迎えた、キャリア教育の「魅力発見発信プロジェクト」。1年生に
よる「長浜バイオ大学魅力発見発信プロジェクト」には、昨年より大幅に人数が増
えて 40 人が参加。2年生の「まちづくり魅力発見発信プロジェクト」には 7人が参
加し、作品・イベント作りに向けて熱のこもった議論が進んでいます。活動の結果は、
2月 17 日に曳山博物館伝承スタジオで開催する発表会で報告されます。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
決
め
た
企
画
は
、
東
北
復
興
支

援
の
イ
ベ
ン
ト
に
相
応
し
く
、『
長
浜
バ
イ
オ
大
学 

P
r
e
s
e
n
t
s 

香
り
が
贈
る
東
北
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』と
題
す
る
も
の
で
、
南
相
馬
市
の
花
・
ハ
マ
ナ
ス

や
銘
産
品
の
モ
モ
な
ど
、
東
北
の
香
を
付
け
た
石

鹸
作
り
を
子
供
た
ち
に
教
え
る
と
い
う
講
座
で
す
。

　

議
論
の
中
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
の
方
か
ら

「
自
分
た
ち
で
作
っ
た
石
鹸
を
、
イ
ベ
ン
ト
で
講
演

す
る
東
北
の
方
に
託
し
て
、
東
北
の
人
た
ち
に
贈
っ

た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
提
案
も
出
さ
れ
、
取
り
組
み

に
広
が
り
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

2
月
17
日
の
発
表
会
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
経

験
と
振
り
返
り
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
教
員
の
松
島
三
兒
先
生
は
、「
2
年
生
は
企

画
か
ら
実
施
段
階
ま
で
行
う
の
で
、
地
域
社
会
と
の

コ
ン
タ
ク
ト
の
機
会
も
多
く
、
実
践
的
な
話
も
聞
け

て
い
ま
す
。
厳
し
い
指
摘
で
落
ち
込
ん
で
も
、
ま
た

復
活
し
て
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
経
験
が
成

長
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
1
年
生
は
、
予
選
が

加
わ
っ
た
こ
と
で
、
勝
ち
残
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
熱
意
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
友
人
以
外
の
学
生

と
協
働
す
る
こ
と
も
大
き
な
経
験
に
な
る
と
思
い
ま

す
」と
、
語
っ
て
い
ま
す
。

大島  淳先生（バイオサイエンス学科）
7/ 5  京都新聞「水草⇒燃料　実用化めど」
7/ 7  NHKニュース「滋賀発バイオエタノール」
7/20 KBS京都ほっかほかラジオ
 「水草や雑草などからエタノールを生み出す」
7/25 NHK「おはよう日本」
8/ 1  化学工業日報「期待高まるバイオエタノール新製法」
8/19  FMひこね「雑草からエタノール」
8/22  関西広域機構ウェブサイトニュース
 「水草からバイオエタノールを生成」
10/20  びわ湖環境ビジネスメッセのセミナーで講演
11/ 4  中国向け日本PRサイト「客観日本」
 『用水草制造生物燃料即将完成実際応用』
11/14  週刊循環経済新聞「水草・雑草からエタノール」
11/15 取材 中日新聞→2012正月特集号に掲載予定
11/24  毎日新聞取材

太田  伸二先生（バイオサイエンス学科）
4/ 5  中部経済新聞「海綿から新抗がん剤」
4/ 6  岩手日報「海綿から抗がん剤」
4/ 6  埼玉新聞「海綿から新たな抗がん剤」
4/ 7  岐阜新聞夕刊「海綿から抗がん剤」
5/ 5  山梨日日新聞「海綿から新たな抗がん剤」
5/11 高知新聞「海綿から抗がん剤」
5/16  静岡新聞「海綿　新たな抗がん剤開発、製品化」
5/30  信濃毎日新聞「海綿から抗がん剤」　
10/1  NHK-Eテレ「サイエンスZERO」
 『海の生物から探せ！夢の新薬開発最前線』
2012/1/15 NHK国際放送 World News『ScienceView』にて
 「サイエンスZERO」を国際版として放送予定

お揃いのスタッフジャンパーも完成

本
学
教
員
の
研
究
成
果
に
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
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―
―
免
疫
学
、
分
子
生
物
学
が
ご
専
門
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か
？

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う
の
は
親
か
ら
子
へ
、
孫
へ
と

同
じ
形
で
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
同
じ
も
の
が
コ
ピ
ー
さ
れ
ま
す
が
、
病
原
菌

な
ど
の
侵
入
を
排
除
す
る
抗
体
の
遺
伝
子
に
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
突
然
変
異
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
構
造

を
認
識
で
き
る
抗
体
が
な
い
と
、
体
の
中
に

入
っ
て
き
た
病
原
菌
を
排
除
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
の
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
変
化
さ
せ
て
違
う
抗
体

を
つ
く
り
自
分
を
守
る
、
と
い
う
面
白
い
機
構

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
遺
伝
子
が
傷
つ
い
た
時
に
、
そ
れ
を

修
復
す
る
機
構
は
体
の
中
に
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
抗
体
の
遺
伝
子
だ
け
、

こ
の
遺
伝
子
修
復
が
正
し
く
起
き
ず
に
変
異
が

許
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
が
、
私
の
20
年
来
の
研

究
テ
ー
マ
で
す
。

　

抗
体
の
遺
伝
子
に
体
細
胞
突
然
変
異
が
起
こ

る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
と
い
う
分
子
が
必
要
で

す
。
こ
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
が
抗
体
遺
伝
子
以
外
で
働
く

と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
変
異
が
蓄
積
し
て
が
ん
な
ど
の
病

気
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
研
究
は
、
将

来
的
に
が
ん
の
撲
滅
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
最
近
の
研
究
の
進
展
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

複
数
種
類
が
あ
る
抗
体
の
中
で
も
、IgA

 

と

い
う
抗
体
は
、
腸
管
の
中
に
た
く
さ
ん
出
て
お

り
、
病
原
菌
や
い
わ
ゆ
る
悪
玉
菌
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
よ
り
良
い
腸
内
環
境
を
保
ち
、
い

ろ
い
ろ
な
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
重
要
だ

と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、IgA

が
腸
内
に
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
、

そ
れ
と
も
Ａ
Ｉ
Ｄ
に
よ
っ
てIgA

に
突
然
変

異
が
た
く
さ
ん
起
き
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
突
然
変
異
が
起
こ
ら
な
い
マ
ウ
ス

を
作
っ
て
正
常
な
マ
ウ
ス
と
比
較
し
ま
し
た
。

腸
内
のIgA

は
ど
ち
ら
も
同
じ
く
ら
い
出
て

い
る
の
に
、
突
然
変
異
が
起
き
な
い
マ
ウ
ス
だ

と
、
い
ろ
ん
な
病
原
菌
の
体
内
へ
の
侵
入
を
排

除
で
き
な
い
と
い
う
異
常
が
出
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
人
間
で
い
う
と「
潰
瘍
性
大
腸
炎
」
と
い
う
、

難
病
指
定
さ
れ
て
い
る
病
気
と
似
た
よ
う
な
症

状
が
現
れ
る
こ
と
が
、
つ
い
最
近
分
か
り
ま
し

た
。

　

抗
原
と
抗
体
の
反
応
に
は
特
異
性
が
あ
っ
て

一
対
一
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
腸
管
のIgA 

抗
体
は
一
対
多
種
類
の

細
菌
を
認
識
し
て
い
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
、
正
常
マ
ウ
ス
の
腸
管
か
ら
多
種
類

のIgA 

抗
体
を
採
取
し
て
調
べ
る
と
、
マ
ウ
ス

や
人
間
の
腸
内
細
菌
計
20
種
の
ほ
と
ん
ど
の
細

菌
を
認
識
で
き
るIgA 

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
腸
炎
を
起
こ
し
て
い
る
マ
ウ
ス
に

こ
の
抗
体
を
投
与
し
て
、
症
状
が
良
く
な
る
か

と
い
う
研
究
を
卒
研
生
と
進
め
て
い
ま
す
。
人

間
に
応
用
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
で
す

が
、
い
ず
れ
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
治
療
薬
開
発
に

つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、「
臨
床
応
用
に
結
び
つ
く
研
究
を

支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
ス
テ
ッ
プ
」
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

―
―
最
後
に
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
、
時
間
を
大
事
に
し

て
、
後
の
人
生
に
活
か
せ
る
よ
う
な
経
験
を
た

く
さ
ん
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
学

の
授
業
の
ほ
か
に
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
の
も

い
い
社
会
勉
強
に
な
り
ま
す
し
、
い
ろ
ん
な
所

へ
旅
行
す
る
の
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
人
間
関
係
を
築
い
た
り
、

学
ぶ
こ
と
も
多
い
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
欲
し

い
で
す
。
私
は
大
学
時
代
、
硬
式
テ
ニ
ス
部
に

所
属
し
て
、
テ
ニ
ス
漬
け
の
6
年
間
を
送
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
得
た
も
の
は
テ
ニ
ス
の
技
術
と

か
そ
う
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
毎
日
練
習

に
明
け
暮
れ
、
一
年
間
で
1
0
0
日
は
寝
食
を

共
に
し
た
仲
間
で
し
た
。
今
で
も
続
く
友
人
関

係
は
、
私
に
と
っ
て
財
産
で
す
。
社
会
人
に
な

る
と
、
な
か
な
か
心
の
奥
底
か
ら
言
い
た
い
こ

と
を
言
え
る
相
手
は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
大

学
時
代
に
、
そ
う
い
う
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
な
経
験
を
ぜ
ひ
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
の
研
究
室
訪
問
は
、
抗
体
遺
伝
子

の
突
然
変
異
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し

て
い
る
新
蔵
礼
子
先
生
を
、
生
体
応
答

学
研
究
室
に
訪
ね
ま
し
た
。

新
蔵 

礼
子　
教
授　

　

●
生
体
応
答
学
研
究
室

研究室訪問19

プロフィール
　紫外線や化学物質により日々
傷つけられている遺伝子（DNA）
はＤＮＡ修復機構により守られ
ている。しかし、多様な外敵か
ら身体を守るため、多種類の抗
体を作り出すために抗体の遺伝
子には例外的に突然変異が高頻
度に起こる。なぜ抗体遺伝子に
限ってDNA修復機構が抑制され
て突然変異が許されるのか、生
物の巧妙な仕組みに魅せられて
大学院時代から約20年間にわた
り研究を続けている。抗体遺伝
子の突然変異に必要な分子ＡＩ
Ｄに注目し、分子レベルから個
体レベルまで、免疫学と分子生
物学的手法を用いて体細胞突然
変異のメカニズムを研究してい
る。
　京都大学大学院医学研究科外
科系専攻博士課程修了後、米国
へ留学、その後京都大学大学院
医学研究科寄附講座免疫ゲノム
医学講師、准教授を経て現職。
京都市出身。

学
部
生
は
前
年
同
時
期
を
上
回
る

就
職
内
定
率

　

2
0
1
2
年
3
月
卒
業（
修
了
）
予
定
者
の

就
職
内
定
率
は
、
12
月
20
日
現
在
、
学
部
生

80
・
0
％（
前
年
同
時
期
70
・
4
％
）、
修
士

生
78
・
3
％（
同
84
・
0
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

大
学
生
を
取
り
巻
く
求
人
倍
率
は
、
来
春

卒
業
予
定
者
で
1
・
23
倍（
前
年
は
1
・
28

倍
、
い
ず
れ
も「
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研

究
所
」調
査
）と
伸
び
悩
む
中
、
本
学
で
の
求

人
受
付
件
数
は
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
課
を
中

心
に
積
極
的
に
求
人
開
拓
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
前
年
比
1
1
5
％（
11
月
末
現
在
で

3
3
2
6
件
）
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
企
業

か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
一
方
で
、
近
年
の

採
用
選
考
は
殆
ど
が
自
由
応
募
で
あ
り
、「
主

体
性
」、「
熱
意
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
な
ど
の
人
物
評
価
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、

学
生
自
身
が
主
体
的
に
努
力
し
て
自
己
決
定

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
学
の
就
職
支
援

　

本
学
の
就
職
支
援
は
、
入
学
時
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て「
就
業
力
」
の
習
得

機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
①
学
生
の
自
己

決
定
を
促
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
、
②
学
生
の

希
望
に
即
し
た
個
別
の
支
援
、
③
組
織
的
な

就
職
支
援
を
主
な
方
針
と
し
て
、
積
極
的
な

求
人
開
拓
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
支
援
策

に
よ
り
学
生
の
内
定
獲
得
を
強
力
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
3
年
次
生
後
期
よ
り「
就
活
支
援
講

座
」を
毎
週
開
講
し
、
業
界
・
企
業
研
究
や
履

歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
、
筆

記
試
験
・
面
接
対
策
ま
で
、
就
活
準
備
の
基

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
S
P
I
対
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

の
テ
ー
マ
別
講
座
、
ま
た
企
業
の
採
用
担
当

者
を
招
聘
し
た「
業
界
講
演
会
」
を
開
催
し
て

業
界
研
究
す
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
学
内
企
業
説
明
会
を
通
年
開
催
し
て

学
生
の
応
募
機
会
を
創
出
し
て
い
る
他
、
求

人
情
報
は
学
内
掲
示
板
や
学
内
の
W
E
B
サ

イ
ト
を
通
じ
て
学
生
に
情
報
公
開
し
、
有
力

な
求
人
情
報
は
W
E
B
掲
示
板
に
よ
っ
て
学

生
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
応
募
奨
励
し
て
い
ま

す
。

　

本
学
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
サ
ポ
ー

ト
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
全
員
対
象
の
面
談

を
行
い
、
研
究
室
指
導
教
員
と
就
職
・
キ
ャ

リ
ア
課
職
員
が
学
生
個
人
の
希
望
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
て
、
個
別
の
就
職
支
援
を
開
始
し
ま

す
。
本
学
の
就
職
相
談
は
、
研
究
室
指
導
教

員
と
各
学
科（
コ
ー
ス
）
担
当
の
就
職
・
キ
ャ

リ
ア
課
職
員
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
っ
て
対
応
し
、
全
学
を
挙
げ
た
組

織
的
な
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ
の

お
願
い

　

本
学
で
は
以
上
の
よ
う
な
就
職
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
就
活
支
援
講
座
へ
積

極
参
加
す
る
学
生
や
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
に
よ
く
来
る
学
生

は
、
早
期
に
内
定
獲
得
で
き
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
や
は
り
学
生
自
身
が「
受
け
身
」
で
は

な
く「
前
向
き
」か
つ「
主
体
的
」に
努
力
す
る

姿
勢
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
就
職
活
動
で
は
、

自
分
で
企
業
説
明
会
へ
参
加
す
る
、
自
力
で

企
業
情
報
を
調
べ
る
、
自
ら
企
業
へ
問
合
わ

せ
す
る
な
ど
学
生
自
身
の
自
助
努
力
と
そ
れ

を
通
じ
た
自
己
決
定
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
学
生
自
身
が

進
路
を
自
己
決
定
で
き
る
よ
う
に
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
学
生
の
な
か
に
は
保
護
者
と
の
意
思

疎
通
が
十
分
で
な
く
、
せ
っ
か
く
内
定
を
獲

得
し
て
も
、
保
護
者
の
反
対
に
よ
り
内
定
辞

退
や
応
募
企
業
の
変
更
に
至
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
は
日
頃
か

ら
十
分
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

就
職
活
動
は
学
生
の
主
体
的
な
活
動
が
決

定
的
に
重
要
で
す
。
本
学
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
全
学
を
挙
げ
て
学
生
の
就
職
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
学
の
就
活
支
援
と
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い

学
部
三
年
次
生
・
修
士
一
年
次
生
の
就
職
活
動
が
12
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
本
学
学
生
を
取
り
巻
く
採
用
環
境
と
本

学
の
就
活
支
援
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
を
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
課
の
今
村
俊
之
課
長
に
伺
い
ま
し
た
。

就活ウォッチング

「筆記試験の最新動向」勉強会
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　従来の露地での野菜栽培は、大量生産が
可能ですが気候の変化などにより栄養成
分が豊かな野菜類を安定供給することが
難しい。一方、光（波長も含む）、温度、栽
培液の組成などを完全に制御し栽培する
植物工場では、栄養価の高い作物を安定供
給することが出来ますが、植物工場での栽
培方法が確立していません。

　蔡晃植先生は、植物工場での栽培法に植
物栄養学の知見を導入し、高栄養価の野菜
栽培法を確立しました。レタスやチンゲン
サイの栽培で、培養液の微量元素含量を調
整することにより、露地栽培の青梗菜に比
べ、ビタミン B2、E、K1がそれぞれ、1.3
から 2.0倍豊富に含む野菜類を栽培するこ
とに成功しました。さらに、青赤光でレタ

スを栽培すると、露地栽培のレタスに比
べ、ビタミン B2、K、Eの含量が 1.2～ 1.5
倍ほど高く、ビタミン Cは 2.5倍も高くな
ることも明らかにしました。この様な高機
能植物栽培技術は、共同開発企業のアドバ
ンストアグリ社で、高栄養価野菜の生産に
生かされています。

　

依
田
先
生
の
計
算
構
造
生
物
学
研
究
室
で
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
タ
ン
パ
ク
質

の
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
鎖
状
の
分
子
で
あ
る
タ
ン
パ
ク

質
が
自
発
的
に
「
折
り
畳
ま
れ
」
て
、
活
性
の
あ
る
立

体
構
造
に
な
る
現
象
で
す
。

　

小
さ
い
タ
ン
パ
ク
質
の
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、

素
早
く
起
こ
る
構
造
変
化
で
、
そ
の
過
程
を
知
る
た

め
に
は
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
役
に
立
ち
ま

す
。
最
近
、
先
生
の
研
究
室
で
は
、H

P36

と
い
う
小

タ
ン
パ
ク
質
の
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
再
現
し
、
そ
の
過
程
を
解
明
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
タ
ン
パ
ク
質
分
子
の
中
心
に
存
在
す
る
「
疎

水
コ
ア
」
の
脱
水
和
が
、
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
後
期

に
起
き
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
は
、
特
筆
さ
れ
る
成

果
で
す
。

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
マ
ル
チ
カ
ノ
ニ

カ
ル
レ
プ
リ
カ
交
換
法
と
い
う
手
法
を
用
い
ま
し
た
。

こ
の
手
法
を
、
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
世
界
最
速
の

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
京
な
ど
の
超
高
速
計
算

機
で
使
用
す
る
と
、
さ
ら
に
大
規
模
な
タ
ン
パ
ク
質

の
立
体
構
造
の
変
化
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
再
現

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
産
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
も
つ
な
が
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
細
胞
内
輸
送
研
究
の
成
果
発
表

　

奈
良 

篤
樹
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン

産
生
の「
場
」
で
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
、
産

生
の
原
料
と
な
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
ど
の

よ
う
に
運
ば
れ
る
か
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
奈
良
先
生
は
、
細
胞
内
小
器
官
の
エ
ン

ド
ソ
ー
ム
に
お
い
て
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
へ
運
ぶ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
輸
送
適
性
量
を
決
め
て
い
る

こ
と
を
突
き
止
め
、
昨
年
７
月
に
福
井
大
学
で
開
催
さ

れ
た
、
動
物
学
会
中
部
支
部
大
会「
生
殖
と
ス
テ
ロ
イ
ド

ホ
ル
モ
ン
」公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
く
は
外
界
か
ら
細
胞
内
へ
取

り
込
ま
れ
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。
エ
ン

ド
ソ
ー
ム
に
存
在
し
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
結
合
す
る
性

質
を
も
つM

LN
64

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を
胎
盤
由
来
の

培
養
細
胞
か
ら
な
く
し
た
と
こ
ろ
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
で

あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ス
テ
ロ
ン
の
前
駆
体
の
産
生
量
が
増
え
、

さ
ら
に
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
か
ら
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
輸

送
を
阻
害
す
る
薬
剤
の
添
加
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ス

テ
ロ
ン
前
駆
体
の
産
生
が
止
ま
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ス
テ
ロ
ン
は
、
妊
娠
維
持
に
働
く
ホ
ル
モ

ン
で
す
。
出
産
の
直
前
に
こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
産
生
量
が

低
下
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
分
子
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
は
、
同
じ
遺
伝
情
報
を
も
っ

た
「
コ
ピ
ー
」
動
物
を
無
限
に
生
産
で
き
る
こ
と
か
ら
、

実
験
動
物
を
利
用
す
る
製
薬
や
医
療
分
野
、
家
畜
分
野

な
ど
幅
広
い
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
動
物
の
生
産
効
率
は
、
1
％
台
と
低

い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
村
先
生
は
、
理

化
学
研
究
所
な
ど
と
の
共
同
研
究
で
、
塩
基
配
列
を

変
え
る
こ
と
な
く
遺
伝
子
発
現
を
抑
制
す
るRN

A

干
渉

法
に
よ
り
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
マ
ウ
ス
の
出
生
率
を

10
倍
以
上
改
善
す
る
技
術
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
論
文
が
、
２
０
１
１
年
11
月
に
米
科
学
誌

『Proceedings of N
ational Academ

y of the U
SA

：

PN
AS

』
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
遺
伝
子
を
欠
損
さ
せ
る

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
違
い
、
遺
伝
子
を
傷
つ
け
る
こ
と
な

く
正
常
な
個
体
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
家

畜
の
分
野
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
任
校
の
大
阪
大
学
で
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ

ウ
ス
の
解
析
か
ら
、D

ppa3

と
い
う
遺
伝
子
が
卵
成
熟

過
程
に
お
い
て
ク
ロ
マ
チ
ン
の
凝
集
と
転
写
の
抑
制
に

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
論
文
は
、
２
０
１
１
年
10
月
に
米
科
学
誌

『Biology of Reproduction

』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

小
胞
体
か
ら
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
へ
の
細
胞
内
輸
送
に
働
く
タ
ン
パ
ク
質
を
発
見

　

山
本 

章
嗣
先
生
、
院
生
・
小
笠
原 

裕
太
さ
ん
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

細
胞
小
器
官
の
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
は
、
脂
質
の
代
謝

に
重
要
な
働
き
を
し
て
お
り
、
欠
損
す
れ
ばZellw

eger

症

候
群
と
い
う
重
篤
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
形
成
機
構
の
多
く
は
未
解
明
の
ま
ま
で
す
。
山
本
先

生
と
修
士
課
程
2
回
生
の
小
笠
原
さ
ん
は
、
東
京
薬
科
大

学
生
命
科
学
部
と
の
共
同
研
究
で
、
小
胞
体
に
局
在
す
る

タ
ン
パ
ク
質
のSec16B

が
小
胞
体
と
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム

間
の
輸
送
に
働
く
こ
と
を
解
明
し
、
研
究
論
文
が
米
科
学

誌『PN
AS

』に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

Sec16

に
は
、
小
胞
体
│
ゴ
ル
ジ
体
間
輸
送
に
働

くSec16A

と
機
能
未
知
のSec16B

が
あ
り
ま
し
た
。

Sec16B

をRN
A

干
渉
法
で
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
す
る
と
、
小
胞

体
│
ゴ
ル
ジ
体
間
輸
送
に
は
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
意
外
な
こ
と
に
、
小
胞
体
か
ら
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム

へ
の
膜
タ
ン
パ
ク
質
の
輸
送
に
異
常
が
生
じ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
最
先
端
の
免
疫
電
子
顕
微
鏡
法
で
解
析
し
た
結
果
、

本
来
球
形
で
あ
る
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
が
細
長
く
な
り
、

大
き
く
な
る
一
方
で
、
数
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、Sec16B

に
よ

る
小
胞
体
か
ら
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
へ
の
細
胞
内
輸
送
が

正
常
な
ぺ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
の
形
成
に
と
て
も
重
要
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
笠
原
さ
ん
は
電
子
顕
微
鏡
を
使
い
、
異
常
を
起
こ
し

た
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
の
撮
影
・
画
像
の
統
計
的
解
析
を

担
当
。「
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
研
究
に
参
加

で
き
た
の
は
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
」と
振
り
返
り
、「
卒
業
す

る
ま
で
に
フ
ァ
ー
ス
ト
オ
ー
サ
ー
と
し
て
研
究
論
文
を
ぜ

ひ
発
表
し
た
い
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

植物工場向け高品質野菜の栽培方法の開発

本学教員による最近の研究成果を紹介し
ています。今回は、大学院生も参加した
共同研究の論文発表や、学会のシンポジ
ウムでの報告などを紹介します。

研究クローズアップ

産官学連携の取り組み紹介

体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
関
す
る
共
同
研
究
論
文
が
「PN

AS

」、
卵
細
胞
成

熟
に
関
す
る
論
文
が
「Biology of Reproduction

」
に
掲
載　

　
中
村 

肇
伸
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

小
タ
ン
パ
ク
質
の
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

依
田 

隆
夫
先
生
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）
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◆
近
江
兄
弟
社
高
校
と

　
生
命
科
学
分
野
で
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

近
江
兄
弟
社
高
等
学
校
と
は
、
以
前
よ

り
高
大
連
携
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
成
果
と
し
て
2
0
1
0
年
12
月
に
「
高

大
連
携
事
業
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

さ
ら
な
る
展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
6
月
実
施
の
2
年
生
及
び
3
年
生
の

生
命
情
報
科
学
実
習
「
病
気
に
関
係
す
る

遺
伝
子
の
探
索
」
と
、
11
月
実
施
の
2
年

生
希
望
者
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
講
座
「
遺
伝

子
の
傷
と
〝
が
ん
〞」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

生
命
情
報
科
学
実
習
は
、
各
自
が
興
味

を
持
っ
て
い
る
病
気
の
原
因
遺
伝
子
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
索
す
る
も
の
で
す
が
、

こ
れ
ら
が
簡
単
に
調
べ
ら
れ
る
こ
と
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

講
座
で
は
、
遺
伝
子
の
変
異
が
少
し
ず
つ

増
え
て
ガ
ン
に
な
る
仕
組
み
な
ど
知
る
こ

と
が
で
き
、
ど
ち
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。

◆
華
頂
女
子
中
高
で
の

　
遠
隔
講
義
と
出
前
実
験

　

華
頂
女
子
中
学
高
等
学
校
は
、
本
年
度

よ
り
理
系
志
望
の
女
子
生
徒
の
教
育
を
目

的
と
し
た
医
療
・
理
系
進
学
コ
ー
ス
を
立

ち
上
げ
、
様
々
な
理
系
教
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
学
は
そ
の
支
援
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
遠
隔
連
携
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
に
本
学
と
高
校
の
理
科
実
験
室
を

結
ん
で
「
哺
乳
動
物
の
色
を
決
め
る
遺
伝

子
と
色
素
細
胞
の
色
々
な
機
能
」
の
講
義
、

11
月
に
口
腔
細
胞
か
ら
D
N
A
を
取
り
出

し
電
気
泳
動
を
行
う
と
い
う
実
験
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
は
、
大
学
で
の
講
義
や

実
習
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
た
だ
け
で
な
く
、

講
義
で
は
生
物
や
英
語
の
勉
強
の
大
切
さ

を
学
び
、
実
験
で
は
専
門
的
な
機
器
を
使

え
た
こ
と
も
印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。

両
講
座
と
も
、
大
変
実
り
あ
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

◆
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
2
0
1
1
で

　
遺
伝
子
探
索
を
紹
介

　

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

（
J
S
T
）
の
主
催
で
、
東
京
お
台
場
地
域

で
11
月
19
・
20
日
に
開
催
さ
れ
た
「
サ
イ

エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ
2
0
1
1
」
に
本
年
度
も

参
加
し
ま
し
た
。「
ア
ゴ
ラ
」
と
は
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
「
ひ
ろ
ば
」
と
い
う
意
味
で
、

様
々
な
人
々
が
集
ま
っ
て
、
私
た
ち
と
サ

イ
エ
ン
ス
の
関
係
を
語
り
合
う
場
で
す
。

　

本
年
度
は
「
持
続
可
能
型
社
会
へ
の
貢

献
遺
伝
子
の
発
掘
」
の
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
小
中
高
生
、
大
学
生
、
一
般
の
方
な

ら
び
に
多
様
な
分
野
の
先
生
方
と
楽
し
く

サ
イ
エ
ン
ス
を
語
り
合
い
ま
し
た
。「
産
休

に
入
っ
た
ら
、
私
も
環
境
の
改
善
に
役
立

つ
遺
伝
子
を
探
索
し
て
み
ま
す
。」
と
語
る

妊
婦
の
方
も
い
ま
し
た
。
今
回
発
表
し
た

有
用
遺
伝
子
の
発
掘
は
、
他
大
学
や
高
校

で
の
出
前
実
習
と
し
て
も
既
に
実
施
を
し

て
い
ま
す
。

◆
高大連携通信

◆
テレビ会議システムでの遠隔連
携講義と DNA を抽出して電気
泳動を行う実験、インターネッ
トで遺伝子探索を行う生命情報
科学実習など、本学の特色ある
高大連携プログラムでの連携が
広がっています。

教員リレーエッセー

essay

　

今
で
は
ず
い
ぶ
ん
と
珍
し
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
け
れ
ど
、
か
つ
て
は
ど
こ
の
町
で

も
個
人
経
営
の
古
本
屋
が
あ
っ
た
。
狭
い

店
舗
一
杯
に
並
ぶ
天
井
ス
レ
ス
レ
ま
で
そ

び
え
立
つ
書
架
、
年
月
に
煮
締
め
ら
れ
て

醤
油
色
に
染
ま
っ
た
本
、
埃
と
カ
ビ
と
古

紙
特
有
の
甘
さ
が
混
じ
り
合
っ
た
独
特
の

匂
い
が
広
が
る
、
古
き
良
き
古
本
屋
を
想

像
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

古
本
屋
に
お
け
る
商
品
の
供
給
は
基
本

受
け
身
で
あ
り
、
持
ち
主
に
不
要
と
さ
れ

た
本
が
随
時
ラ
ン
ダ
ム
に
持
ち
込
ま
れ
た

か
ら
、
店
内
に
は
主
の
不
断
の
努
力
に
よ

る
分
類
秩
序
と
、
古
書
の
増
加
に
従
い
否

応
な
く
増
殖
す
る
カ
オ
ス
と
が
せ
め
ぎ

合
っ
て
い
た
。
カ
オ
ス
の
中
に
埋
も
れ
る

本
た
ち
は
、
巷
の
新
刊
書
の
よ
う
に
「
役
に

立
ち
ま
す
よ
！
」、「
稀
代
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
！
」
な
ど
と
賑
々
し
く
喧
伝
す
る

こ
と
は
な
い
。
紫
外
線
に
漂
泊
さ
れ
た
背

表
紙
を
向
け
、
あ
く
ま
で
謙
虚
に
、「
昔
は

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
、
知
ら

な
く
て
も
い
い
こ
と
で
す
け
ど
ね
え
…
」
と

い
っ
た
面
持
ち
で
、
現
役
時
代
に
は
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
隣
人
と
仲
良

く
肩
を
並
べ
て
、
書
架
の
隅
に
生
息
し
て

い
る
。

　
「
売
れ
そ
う
」だ
の
、「
役
に
立
ち
そ
う
」だ

の
と
い
う
せ
せ
こ
ま
し
い
現
世
利
益
の
束

縛
を
受
け
な
い
、
切
実
さ
を
伴
わ
な
い
力

の
抜
け
た
情
報
収
集
の
愉
し
み
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。
旧
か
な
使
い
・
旧
漢
字
で
綴
ら

れ
る
細
か
い
活
字
で
綴
ら
れ
る
戦
前
の
文

庫
で
読
む
古
典
文
学
は
、
時
空
を
超
え
て
出

版
当
時
の
空
気
を
ま
と
っ
て
い
た
。
ま
た
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
が
決
し
て
取
り
上
げ
な
い

ト
リ
ビ
ア
ル
な
特
集
記
事
や
異
端
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
作
品
と
唯
一
出
会
う
こ
と
が
出

来
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。
圧
迫
感
を
感
じ
さ

せ
る
高
い
書
架
に
囲
ま
れ
た
薄
暗
い
店
内

で
、
自
分
は「
な
ん
で
も
あ
り
」の
解
放
感
を

学
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

さ
て
2
0
1
1
年
の
現
在
、
古
書
籍
商
業

界
に
も
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
に
よ
る
商
業
主

義
が
席
巻
し
、
多
少
で
も
汚
損
が
あ
る
本
、

売
れ
な
い
本
は
あ
っ
さ
り
廃
棄
処
分
さ
れ

て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
個

人
経
営
の
古
本
屋
自
体
激
減
し
、
か
つ
て

古
本
屋
に
漂
っ
て
い
た
薄
暗
い
カ
オ
ス
は
、

効
率
主
義
の
全
国
統
一
分
類
法
と
広
く
明

る
い
通
路
、
バ
イ
ト
店
員
の
大
声
に
と
っ
て

変
わ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

古
本
屋
か
ら
追
い
や
ら
れ
た
カ
オ
ス
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
に
、
か
つ
て
と
は

比
べ
物
に
な
ら
ぬ
規
模
で
増
殖
し
続
け
て

い
る
。
バ
イ
オ
の
周
辺
だ
け
を
眺
め
て
も
、

新
た
な
技
術
が
生
ま
れ
て
は
大
量
の
デ
ー

タ
が
は
き
だ
さ
れ
、
新
た
な
情
報
処
理
の
方

法
論
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
は
、
恐
ろ
し

い
勢
い
で
論
文
が
発
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

自
分
は
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

と
い
う
、
生
命
科
学
に
関
わ
る
情
報
を
整
理

し
て
並
び
替
え
、
有
用
な
情
報
を
見
つ
け
出

す
た
め
の
研
究
分
野
に
属
し
て
い
る
。
が
、

次
か
ら
次
へ
と
キ
リ
も
無
く
押
し
寄
せ
る

新
着
情
報
、
頭
に
机
に
溜
ま
る
消
化
不
良

な
情
報
の
蓄
積
に
は
、
と
き
と
し
て
強
烈

な
無
力
感
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
生
物
学
に
触
れ
て
自
分
が
覚

え
た
感
動
は
、
そ
の
「
な
ん
で
も
あ
り
」
の

多
様
性
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

生
物
種
を
超
え
た
統
一
基
準
（
セ
ン
ト
ラ

ル
・
ド
グ
マ
）、
共
通
分
類
尺
が
適
用
さ
れ

る
の
は
、
生
命
活
動
の
必
要
最
低
限
を
担

う
部
分
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

遊
び
の
部
分
で
生
物
は
自
由
に
進
化
す
る
。

そ
し
て
、
役
に
た
た
ず
意
味
も
な
い
（
よ
う

に
見
え
る
）
行
動
様
式
や
ら
体
の
パ
ー
ツ
、

代
謝
物
や
ら
塩
基
配
列
や
ら
が
、
役
に
立

つ
部
分
と
混
じ
り
合
っ
た
ま
ま
に
、「
と
り

あ
え
ず
」
次
代
に
受
け
継
が
れ
、
古
本
屋
の

不
良
在
庫
よ
ろ
し
く
蓄
積
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

　

古
本
屋
の
扉
を
引
き
、
カ
オ
ス
の
中
に

埋
も
れ
た
お
宝
探
し
に
熱
中
し
た
あ
の
頃

の
ま
ま
に
、
分
類
さ
れ
ざ
る
情
報
の
ご
っ

た
煮
を
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う

か
。
未
整
理
の
知
識
が
増
え
る
こ
と
に
怯

え
ず
に
、
新
た
な
情
報
の
氾
濫
を
歓
迎
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
駆
け
出

し
と
い
う
に
は
多
少
薹
が
立
っ
て
し
ま
っ

た
、
末
端
研
究
者
は
ふ
と
夢
想
す
る
の
で

あ
る
。

インターネットの中に、
かつての古本屋のカオスを見る

　　　斎藤 美保子  先生
（コンピュータバイオサイエンス学科）
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